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盛夏の候、皆様におかれましては、変わらず健やかにお過ごしのことと存じます。また、コロナ禍の状況は未だに、

収束には至っておりませんが、ワクチン接種も少しずつ進んでおり、一日も早くこれまでの生活が出来ることを願う

ばかりです。私は、昨年８月より、県運営委員を仰せつかりました福森と申します。 

 常日頃より「中央ろうきん友の会多賀支部(以下、友の会)」の皆様には、多賀支店の各種活動や取組みに対しまし

て、格別のご理解とご協力を頂き、感謝申し上げます。 

 現在の労金活動は、コロナ禍における対応として、オンライン相談やペーパーレスにてローン申請が出来る「Ｒ—

ＮＥＸＴ(タブレット)」を活用した手続きにて、非対面・非接触での提案活動も推進しておりますが、可能な限り感

染対策を講じながら、労金の強みである対面を基本とした対応をしております。一方で「友の会」の活動はコロナ禍

以降、親睦旅行や様々な交流会を中止せざるを得ない状況となっておりますが、環境が改善し、会員の皆様との交流

が出来ることを楽しみにしております。 

 2020 年度の多賀支店の状況ですが、総融資残高(229 億円)、総預金残高(611 億円)となり、新型コロナウイル

スの感染拡大に伴い、営業自粛期間もありましたが、「友の会」の皆様のご協力もあり、2019 年度を上回る実績と

なりました。2021 年度も会員の皆様、そして地域の皆様の立場に立った労金活動をしていきたいと考えておりま

すので、引き続きのご指導・ご鞭撻を宜しくお願い致します。 

 最後に、「友の会」会員ならびにご家族の皆様のご多幸をご祈念申し上げて挨拶とさせて頂きます。 

 

 

発行所 中央ろうきん友の会多賀支部 
住   所 日立市千石町２-１４-９ 
電   話 ０２９４－３３－２２２８ 

中央労働金庫県運営委員 

（日立ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ労働組合多賀支部） 

福森執行委員長 

 

 

～日立国分支部労働会館会議室にて～ 

２０２１年６月９日、日立国分支部労働会館にて四役会

議を開催しました。昨年７月の役員会議以来、約 1 年振

りです。今後の活動予定や総会の運営等について話し合

いがなされました。決定事項は下記の通りです。 

◆会議決定事項◆ 

１．行事予定について 

現時点では計画は立てず、新型コロナウィルスの感染

状況次第で行事予定を決めることとする。 

２．総会の運営について 

昨年度と同様、書面開催とする。決定事項については

次回発行の会報にて報告とする。 

 



第 31 号                   2021 年 7 月 30 日 

 

  

 

 

 

黒田財務相談役 

出身労組：旧国分支部 

２０２０年１０月～ 

滑川財務相談役 

出身労組：旧多賀支部 

２０２１年３月～ 

「ろうきん友の会」の皆さ

ま、初めまして、「国分地

区」出身の黒田と申しま

す。昨年 10 月より財務相

談役となりました。 

「ろうきん友の会」の皆様

に少しでもお役に立てる

よう皆様と一緒に楽しく

盛り上げていけたらうれ

しく思います。これからも

皆様方のご指導・ご鞭撻を

を宜しくお願い申し上げ

ます。 

  

 

 

 

 

『編集後記』 

コロナ禍のもと、2020 年度は皆様との交流行事を実施することができませんでした。ワクチン接種がはじま

り、収束への一歩を踏み出しつつも、まだ予断を許さない状況にあります。イベントを開催できる段階になりま

したら、改めて本誌にて行事予定をお知らせしますので、それまでは健康に留意して過ごしていきましょう。会

員の皆様と交流できる日が一日でも早く迎えられることを祈っております。 

 遅くなりましたが・・・ 

「ろうきん友の会」の皆さ

ま、「多賀支部」出身の滑川

と申します。労金多賀支店

にお世話になる前は要害

クラブの支配人を務めて

おりました。 

最近３人目の孫が産まれ

ました。趣味はゴルフです

ので、コロナ終息後のコン

ペで皆様と交流できるこ

とを心待ちにしておりま

す。どうぞ、宜しくお願い

致します。 


